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第 13回 次世代の分散型電力システムに関する検討会

意見メモ 
                                                   

 大阪大学・西 村  陽 

 

〇全体を通して、機器個別計測時、ひいてはリスト&パターン方式適用時のベー

スライン適用についてコメントしたい。 

 

〇今回、事務局資料 4のガイドライン改定方針、資料 5の機器個別ベースライ

ンの検討方針を支持したい。特に機器個別についてリソースに適したベースラ

インについて事業者等から提案を受け付け、適正性を事業者、さらにその機器

側にいるリソースの利用状況に知見を持つ製造事業者等と一緒に最適ベースラ

インをつくっていく姿勢は非常に重要である。 

  ※現行多く使われている High 4 of 5は、それなりに日本国内で合理性や継

続性メリットがある反面、もともと PJM等のエナジー市場という特定の用

途専用に使われているもの(容量メカニズムや需給調整力判定には使われ

ていない)点も参考にすべき。 

 

〇当局への希望。資料 6の特定計量利用は IoTルートを使う、という方針が

DERの業界(蓄電池や電気自動車の業界等)に広く・十分に知られていないのが

実情。DERビジネス側にもメリットのある話なので、情報の周知、次世代スマ

ートメーターの利便性について広く PRするとともに特例計量器の量産・コス

トダウンについて官民一体となった取り組みを求めたい。 
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